子の認知等請求書

令和　　年　　月　　日
被通知人
東京都●●区●●町●丁目●番●号
●●　●●　殿

通知人

神奈川県●●市●●区●●

○丁目○番○号
○○　▲▲　親権者法定代理人

　○○　○○
本通知書作成代理人
〒１０３－０００７
東京都中央区日本橋浜町２－１９－８
文化エステート浜町ビル８階
ＴＥＬ：０３－５２４４－４７０７

行政書士　小竹　広光
冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

私は、令和○○年○○月に貴殿と知り合い、男女の関係になりました。

そして、私は貴殿の子を妊娠し、令和●●年●●月●●日が出産予定日となっております。

もちろん私は、当時から現在に至るまでの間、貴殿の他には異性関係は一切ありませんでしたので、貴殿の子であることに間違いはありません。
貴殿からは、妊娠当初に人工中絶をするように求められ、私が拒否して以来、全く音信が途絶えております。

なお、男性のあなたには理解も想像も及ばないのかもしれませんが、人工中絶手術とは、法的に許された唯一の殺人行為であり、体内で、意識や感情があるまま幼い生命が、体を切り刻まれ、無理矢理に体外へ掻き出され、苦しみながら死に絶えるそうです。

なお、私は現在、アルバイトで生計を維持しているものの、身体的にも精神的にも負担が大きく、仕事や日常生活に支障をきたす状況にあります。

また、経済的にも非常に苦しい生活を余儀なくされ、今後将来の生活の不安にも苛まれ、夜も眠れず、食事も喉を通らない日々でおります。
現在、貴殿からは、認知もしてもらえておらず、今後の養育費や面会交流についてもきちんとした話し合いが出来ていない状況が継続しております。
法律上、親には、子どもに対する養育義務があり、非監護親は、監護親に対して養育費の支払い義務を負います。
養育費は、民法７５２条、および民法８７７条１項に由来し、「生活保持義務」とされており、自己と同程度の生活を保障する義務という性質のものであります。
つきましては、私は貴殿に対し、以下のとおり要求させて頂きます。

【希望条件】

１　署名捺印済みの認知届と、貴殿の戸籍謄本を、郵送して下さい。

２
今後、出産後の養育費について、貴殿の収入と支払可能な希望月額を書面にてご連絡ください。

３　子どもが大学を卒業までの養育費、および入学や進学その他の必要な費用を支払うという趣旨の強制執行認諾条項つき公正証書を作成することについて、同意承諾されて下さい。
なお、もしも本書面到達後１週間以内に誠意ある回答が得られない場合は、弁護士に一任の上、認知求めて家事調停や審判の申立、さらには民事訴訟を提起することになりますし、この場合、貴殿が正当な理由なくＤＮＡ鑑定を拒否された場合には「○○が○○の子であることを認知する」という判決が下され、貴殿の戸籍謄本に「裁判による認知」との記載がなされることになります（いわゆる「強制認知」）。
最後に、今後の回答や連絡事項等は、全て私宛の文書のみとして頂き、私や私の家族等への電話・面会、ＳＮＳその他の直接折衝はご容赦下さい。

以上、よろしくお願い申し上げます。
草々

